
爬虫類・両生類の臨床と病理のための研究会（SCAPARA）主催、第12回ワークショップ開催案内 

「特集 両生・爬虫類の飼育環境を考えるⅡ」 
爬虫類・両生類を健康に長生きさせるため、昨年のテーマに続いて、 
各種動物の飼育環境などについて諸先生方にお話しいただきます。 

日  時： 2013年 11月 9日 （土） 10：00－18：00 

会  場： 麻布大学 ８号館 ７階 「百周年記念ホール」 

    ( 受付：9：00 ～、9：50 より事務連絡) 

参加費：無料、事前登録不要  ポスター抄録：会員無料、非会員500円 
 

懇親会(麻布大学内生協食堂)：4000円、事前登録必要 

 【講演の部】   

【ポスター発表 ＆ アトラス販売の部】   

１． 一般ポスター演題： 
            爬虫類・両生類に関わるあらゆる内容です。 
          ＊生態、飼育、疾患、治療、紀行報告等など。 

２． 臨床手技カラ―アトラス： 
       毎年出版していたテキストは、昨年から臨床手技カラ―アトラスとして生まれ変わりました。 
       第２弾は爬虫類 ヘビとトカゲの採血の実際です。（動画（DVD）付き） 
       ＊会員無料、非会員 1 冊3,000円（2 冊セット5,000円）。 
 
     

1． 特集 「両生・爬虫類の飼育環境を考える Ⅱ」 

問い合わせ先 
252-5201 神奈川県相模原市中央区淵野辺1－17－71  
麻布大学獣医学部病理学研究室内 SCAPARA 事務局 
担当：宇根有美 Tel：042－769－1628(Fax兼用)  E-mail：v-path＠azabu-u.ac.jp 

午前の部  ヒョウモントカゲモドキの飼育要因を考える  リチャード・ゴリス 先生               
（横浜市立大学医学部 客員教授） 

リクガメの繁殖に影響する飼育要因  桐生 大輔 先生 
（横浜市立野毛山動物園） 

午後の部 
 

フトアゴヒゲトカゲの環境要因と疾病  吉田 宗則 先生           
（クウ動物病院） 

長期モニタリング調査から分かる両生類個体群の 
現状と問題 

草野 保 先生 
（首都大学・理工・生命科学） 

東京のヒキガエル、混血で生存率アップ   長谷 和子 先生 
(東京大学） 

ため池群における外来ウシガエルがツチガエルへ与
えるインパクト 

長田 穣 先生 
(東京大学） 

カメのSalmonella保有と法的規制 －米国の危機感－  黒木 俊郎 先生   
(神奈川県衛研） 

「特集 両生・爬虫類の飼育環境を考えるⅡ」 


